
大学生の語彙力を測定する
ためのテスト開発について

2018年11月02日（金） 13：00～16：30
平成30年度IR実務担当者連絡会＠三重大学

○浅野 茂* 藤原 宏司* 白石 哲也*

*山形大学 学術研究院



1

本日の報告内容

1. 語彙力テストとは？

2. 開発の背景

3. 開発の状況

4. まとめと今後の展望
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語彙力テストとは?

語彙≒Vocabulary

→ある言語、ある地域・分野、ある人、ある作品など、
それぞれで使われる単語の総体。

広さ：どのぐらいの語彙を知っているか

深さ：特定の語彙をどのぐらい知っているか

本報告の語彙力テストは、「深さ」の測定に主
眼を置いたもの。
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開発の背景:AP事業の構想概要
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開発の背景:基盤力テストの目的と実施時期

• 学生の学習達成度を直接評価
し，基盤教育の効果を検証す
ること

４年次

２～３年次
基盤専門教育

１年次
基盤共通教育

基盤力テスト（入学時）

基盤力テスト（２年始業時）

基盤力テスト（３年次）

山形大の学士課程教育
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開発の背景:基盤力テストの概要

• 学問基盤力テストー自律的に課題に取り組む専門力

• 数的文章理解・数学・物理学・化学・生物学

• 実践地域基盤力テストー社会でリーダーシップを発揮する人間力

• ５因子性格調査

• 出欠状況・ポートフォリオ（現存）

• フィールドワーク・インターンシップ・課外活動実績

• 国際基盤力テストー実践的な英語で多様性に挑戦する国際力

• TOEIC（現在２回実施）

• eラーニング、留学等国際関係活動実績
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開発の背景:基盤力テストの実施基盤

• 独自にスマートフォンアプリ（YU Portal）を開発
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試験形式

• 試験時間は５科目で30分程度を想定

 出題数は各分野、５問ずつ

 設問毎の制限時間：３分

出題形式

• 項目反応理論（Item Response Theory, IRT）による、受験者
の回答に応じた難易度調整

開発の背景:学問基盤力テストの実施形式
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開発の状況:基本的な方向性

山形大学固有の
データソース

・学術基本用語集
〔角（2010）〕

・日本語学術共通
語彙リストDB
〔松下（2011） 〕

・科学技術用語
〔J-GLOBAL〕

汎用的・基本的な
データソース

434語

2592語

約33万語

・2017-2018年のシラバス
（開講科目数：8776）

授業目的

到達目標

ｷｰﾜｰﾄﾞ

山大オリジナルの
語彙リスト

5477語

9237語

7713語
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開発の状況:語彙リストの作成

固有データソース日本語学術共通語彙

公布
熟知
幾何
フォーラム
プレス
責務
教示
範疇
中堅
被検
酸性
自閉
堆積
顕在
隠蔽
代弁

一過
動的
包含
年報
複写
帰する
明暗
混迷
パラメーター
庶務
萌芽
現況
フォーカス
シグナル
収束
算術

幾何
運動
構造
管理
力学
解析
法則
責務
反応
機能
行列
微分
回路
酸性
促進
顕在

機能
解説
考察
概念
現象
物質
読解
動的
多読
妥当
待遇
登記
統治
同値
俳諧
典拠

語彙リスト

幾何

責務

酸性

顕在

動的

妥当

統治

典拠

・・・

200語程度の語彙
リストを作成予定
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開発の状況:設問例

問．「典拠」について、最も適当なものを以下の
選択肢から一つ選べ。

1. 文献などにみられるしっかりした拠り所

2. 書物の記述をよくよく理解せずに信じてし
まうこと

3. 研究や著作のために文献資料を収集す
ること
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開発の状況:スケジュール

設問構想・
予備調査

設問検討・
試行試験

YU-Portal

実装

本試験

１年生

2019年４
月

2019年
2月

• 平成31年度入
学生全員（約
1700名）を
対象

• １年生（文理
混合）約100名
を対象

 各設問の難易
度を推定

2018年
11月

2018年
12月

• １年生（文理
混合）約10名
を対象

 語彙リストの
精選
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まとめ

• 大学での学びや社会で強く求められている思考力
の基盤をなす日本語の語彙力を測定できるテスト
開発を進め、山形大学における学修成果の把握、
教育の質保証の強化につなげていく。

• 実施に当たっては、基盤力テストの実施基盤である
独自開発の「YU Portal」を活用することで、効率的
に実施できる。

• 基盤力テストの一環として実施することで、毎年、
約1800人のデータを収集することが可能。
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今後の展望

• 語彙力テストを通じて、大学生の学びの基盤をなす
日本語の語彙力を測定し、ベースラインの確立に
つなげる。

• 日本語のコミュニケーション能力が低い、語彙力が
低いという社会からの指摘に対して、客観的な数値
で答えていく。

• 英語版を作成し、国際基盤力テストの一環として実
施予定。
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ご清聴ありがとうございました。

語彙力テスト開発は、一般財団法人大学IR総研「大
学IRの充実に資する研究または実践活動への助成」
（研究代表者：浅野茂）を受けて実施しております。

本報告に対するご意見、ご質問等は以下までお願い致します。

asano@cc.yamagata-u.ac.jp


